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北大文学部紀要 40-2(1992) 

イングランドにおける司教補佐の代行者委任

一-1198年から 1471年まで

(下〉

出功

[VII} 

本語(中)第4節の〔第1荻〕では，代行者委任を認可されたものつ

まり認可令状の受給者を司教繍佐管底部に鶏挙した。その際にす教皇令

状簿』で程機卿の身分が確認されるものについてはそれきど併記した。こ

7却で立認雛鱒以外の人物について身分・役識などが確認される

りにおいてそのi陪報室r追加する。以下の〔第4表〕がそれである。従っ

てこの〔第4表〕は，本来ならば第4節の議後に配置されるべきあった

が，筆者岳身の作業手頗において追加情報の集約・整理がj擦れ，このた

びようやく第7箆として提示することが可能になった。

部情報は F教義令状簿』のほか記官開封勅許状簿五からもえられ

た。それらの情報の所在は，次の聖書領で龍絡に示した。

(XIω87): Calendel" 01 Papal Registers: Letters， XI， 87. 

(140ふ08，102): Calendar 01 Patent Rolls， 1405-08， p. 102. 

言ir出の〔第1表〕は る常報とその分布"

く， る認可が更新されるばあL それらをすべ

した。たとえばバキンガムI'r]数議佐アニバノレドヮスは連続6朋にわたっ

れている。今関の〔第4表〕の関心対象は令状受給者の身分や

どであり，もはや欝報の件数は問題になりえない。従って詩一人
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北大文学部紀要

tめについては初自の認可だけに担窓して，重機記載を避けた。

なお枢機卿は〔第 1表〕で明記しているので，ここで

f隙辺めるo

Jそをのf他也の記載要領は実{鍔g例iにそくして説明する。

〔第4義〕 令状受給者の身分・役識に関する

i清幸誌の追加

o ANGLESEY (Bangor， Wales) x乱)

a) “x"は該当壌がないか，あるいは追加すベ診情報がないことを訴す。

o BANGOR (Bangor， Wal告書) x 

o BARNSTAPLE (Exe士宮r)

1455/56b) Roger Key号so):kiぉg'schapla訟の 1455/56e)(XI-87)f) 

b) 代行者委任認可の令状発給の年主ci訴す。

c) 人名は『製禄毛普段録』の表記に従って示す。

d) 史料の文言からこの身分が縫認、iされることを示す。

“To Roger Keys'…… to him (who・u ・..holds…… the archdcnry of 
Barnst設ple……)at his p邑tition，and 0註tof consideration for Henry 
king of England， whose chapla仇 heis" 

これは代行者器覇王の令状とは郊の令状である。しかしここにも“パーンスタプ

ル荷数補佐"と明記されているので，間一人物に関する記録であることが確認

される。芸契さするに湾教楠佐諒ジヤにtは土

丈たこ。以下， このき務{到のように同窓がを該J.1，なものについては，史料の引用を主主絡

して?宥幸設の所認とだけな示す窃

同 この」守分が確認される年をn';す。

f) 上記の通り，典拠が『教皇令状簿三第11老舎の87J主にsることを示す。
o BATl:ま (Bathand羽Tells)X 

o BEDFORD (Lincol込}

142工WilliamAghton: king's cletk 1405 (1405-0え102戸)

g) 手軽拠が f弱封勅許状簿， 1405-08年』の 102交にあることを示

1440 Robert Thornton: x h) 

h) “x"はこのばあいも教ゑ.I@蕊などとの箆係について追加すべき情織が発

見されないことさと示す。

。BERKSHIRE(Sali古bury)
1314 Tydo de Varesio:くkin話'sclerk and queens' clerk 1329)1) 

くpapalchaplain 1347)ひ
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イングランドにおける司教補佐の代行者獲任 (下)

1) ( >は後年の記録にそのよう 、る

“てfoMr Tido [sic] de Varesio， BCL. archdc設 ofBerkshire …… at the 

re吐uestof Philip king of France， and Is畠bellaand Philippa queens of 

England， whose cler必 heis . ..... his bene五cesin SaHsbury， Beauvais， 

and Lich五eld……"1329 (II-297) 

ボーヴzの整機筏に関してはフランス国三五炎羨から受給し，ソ…ノレズベリやザ

チフィ…ノレドの襲職禄に関してはイングランド王室三霊堂腐の身分にある。これは

代行者委任認可から 15年後の令状であるが，これらの製織禄は奇数補佐就任

以前から占有しているのでp 委任が認可された鈴点ですでにこの身分にあった

ものと推定怒れる。 Cf.also Ibid. pp.え85，92.

“canonry and pr邑bendof Gr乳ntham. Borealis……::;ia1isbur・y，void by 

the de皐thof Tido de Varesiis， papal chaplain" 1347 (Petitions， pp. 127， 

弘4).ー 死亡の終点では数議官室馬身分になっている。

1371 Wil1i誌m de Agrifolio:ωnlinal(Cf. TAUNTON)，i) 

j) r第1渓jではト…ントシの項にもts議定されていることな示す。なぎさ宮量産機
議図録』の人名の綴学法は必ずしも統一さていない。

1400 John Southam: (papal sub-collector 1404> (Cf. OXFORD) 

“sub樽col1ectorin England to the [papalj camera" 1404 (V-615) 

この令放には，オクスファドの項であらためで言及する。

1429 Thomas Brouns: X 

bp Rochest釘 143l?-36，Norwich 36-45k) 

k) 後にそれぞれの司教に昇慾ずることを示す。

1439 John Norton.: chancellorof Oxford 1439 (IXω82*)1) / bishop's vicar剛

general 

1)支に汽♂'を付記したのは，代行者I委任の認可の令状ぞれ自体の記裁によっ

て身分・役識を篠認したことを示す。このばあいは，次の令状がそれである。

“J明 Norton，archdcn..of B佼 ks…… doctorof canon Jaw …… who is 

記hancel10rof th号 univξrsityof Oxford" (loc. cit，) 

首長については，ほかに次の記録がある。

“J. Norton， dr of d母crees，vic証rgeneral of Robert [Nevil1]， bishop of 

Salis bury" 1433 (142ふ36，283) 

ジョンは1433俸にソーノレズベヲ湾教補佐写真から同じソールズベリ可教管区の

パークジャ司教補佐綴へ転廃されている。ソールズベヲ司教補佐ジ溺ンがソ

ノレズベ F司教官パートの総代潔磯tこ併{託されるということは多決して不自然で、

ない。また2点の史料で1零土芸?の表記は災なるが，教会法告事会と教会法令博士
との爽態に相滋はない。従ってこの2点の記録のジ沼ンは，同一人物と捻定さ

れる。逆にいえば，同15のJ]Jj人という可能性は考えられない。
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北大文学部紀要

146器JohnRussell:くking'sclerk and couおcillor1474) 

“Mr J. Russel…… as secondary in the of五ceof the privy seal" 1469 
(1467…77， 151) 

“king's clerk and counciJlor J¥主主 J. Russell…... keeper of the privy 
seal" 1474 (Ibid. 451) 

令状受給の主主匁に3::印庁の次絡になっている。

分をえていたのではないか。

bp Rochester 1476-80， Lincoln 80-94 

o BIミECON(BRECKNOCK) (St D乱vids，W品les)

1412寺Villi誌m de Farrington: X 

o BUCKINGHAM (Lincoln) 

1304 Boniface de Saluzzo: papal chaplain 1297 (1-568) 

1333 Anibald出 Gaetanide Ceccano:ωrdi河al:(Cf機 NOTTINGHAM)

1399 Ralph Selby: king's clerk 1396 (1391-96， 670)及zsti孤}

m) 関誌に当って『襲職務お録』を援用したことな示す。

"king's clerk MrR. Selby as prebendary of Netherbury Ecclesi乱-

Salisbury" 1396 (1391-96， 670) 

この令状のレイフが後の司教補佐;;;主人であることは『幾験者筏録』によって確

認される。いいかえると f袈磯著者自録』の編者は，ソールズベリ

レイフとパやンカ、ム奇数補佐レイフとを同一人とみなしている0

1430/31 Thomas Beckin話ton:(king's secret為ry1438) 

“主主rTh. Bekinton [sic]， the king's secretary" 1438 (1436…41， 134) 

“king's cl告rkTh. Bekynton [sic]…... ki羽詰'ssecretary" 1442 (1441-46， 
110)いずれも委任認可後の記録であり，認可時点;での身分は確認されない。

bp Bath and Wells 1443-65 

1必8Richard Andrew: kin詰'ssecretary 1448 (X-38竹

“To R. Andrew， archdcn of Buckingham…… lndult for life to him， 
who is a seごretaryザ Henry，kingザ England... ... to vIsit his said 

archdcnry by d勾 uty"1448 (X-38*) 

このば造るういも3賀変に"*"を{付j
達るうり仇，その中に“国主秘書"の役織が明記されているので，同定にさ当って他の

ま夜拠に依存する必婆がない。

o CANTERBURY (Cant日rbury)

1296 Richard de Feringes: archbishop's official /くpapalchaplain> 

“[John] Peckham [archbp of Canterbury] made him archdcn of 

Cant号rbury"DNB 

“主主rR. de Feringes， papal chaplain， of註 canonry of Lincoln" 1299 
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イングランド (下)

(1-580) Fasti 

abp Dublin 1299-1306 

1308 Bernard Ezius de le Breto: lord's son 

“To Guicard son of A総初告uus，lord of Lebret. Provision of the 

archdcnry of Canterbury， void bythe resignation of his broth母r，B. 

Ezii de Lebreto" 1310 (II-80) 

“Amaneuus lord of Labret [Labrit， Landes (Gascogne)， France]， king's 
knight" 1306 (1301…'()7， 460) 

1311 Gllich註rdd晋 leBreto: lord's sou (as above) (Cf. HUNTINGDON) 

上記のベルナーノレと同様に，父がイングランド滋去の封巨である。

1323 Raymund de Roux: cardinal 

1336 Bernard Sistre: papal nuncio 1336 (Il-562*) 

1347 Peter Rog邑r:pop号、 uephew/ほrdinal
“Peter， ca主dinalof New St Mary季語， the pope [Clement VI]'s nephew" 

1351 (IlI-50) 

“おt母rRogerii， cardin註1deacon of Sancta Maria Nova and a主chdcn

of Canterbury" 1354 (1354…58， 136) 

[Pierre Roger d♀ Beaufort， afterwards Gregory XI， 1370-78] 

1401 Robert d岩波誌llum:king's cl母rk?

%をrR. Halum， the king's cl記rk……"1401 (1401の5，23)

問一人物かと推定されるが，完全な同Aのための媛誌がない。
bp Salisbury 1407-17 

1412 John Wakering: king's clerk 1409 (140ふ13，59) 

bp NorwIch 1415-25 

1421 Wil1iam Chichele: archbishop'諮問phew/ p証palnotary

“すoW. Chichele， archdcn of Canterbury. ……乳this petitioぉ and

that of Henry [Chichele]， archbp of Canterbury， who says that W 験 is

his nephew …… is engaged in th号 serviceof that archb〆， 1421 (VII 
177キ)

“Mr税 Chicheley[sic]， archdcn of Canterbury …… whom the pop告
has this day appoint壱dap翠palnotary" 1422 (Ibid. 2) 

1426 Prosper de Colonn註 cardinal

o CARDIGAN (Cardig乱n，Wales) X 
o CARLISLE (Carisle) 

1448 Nicholas Close.: ldng's (domestic) chaplain 

“at his own petition and that of Henry， kin詰 ofEngland， whose 
domestic chaplain he is aねda continual comI混合nsal"1448 
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北大文学部紀要

bp Carlisle 1450-52， Coventry and Lich五eld52-52 

1452 Stephen Close: bishop's chaplain 

“S. Cloes [sic]…… is chaplain of Marmaduke [Lumley]， bp of Carlisle， 

treasurer [of Exchequer] of Henry， king of England" 1447/48 (X-10) 

カーライル司教の配下の礼拝所司祭スティーヴンに対する令状である。この礼

拝所司祭スティーヴンと後日のカーライノレ司教補佐スティーヴンとが別人とは

考えがたい。同定の根拠はその点にある。

o CARMARTHEN (St Davids， Wales) X 

o CHESTER (Coventry and Lich五eld)

1342 Peter Gomez: cardinal 

1451/52 George Radclyff: <king's clerk 1452 (1446-52， 549)> 

令状は1452年1月に発給され，同年5月にチェスタ司教補佐ジョージについ

てこの身分が確認される。令状受給の時点ですでにこの身分にあったのではな

L 、カ当。

o CHICHESTER (Chichester) 

1452 William Normanton: master of king's chancery 1452 (X-608キ)

o CLEVELAND (Y ork) 

1393 Thomas Walkington: papal chaplain 1393 (IV-453*) 

“also auditor of causes of the apostolic palace" 1391 (Ibid. 420) 
1423 William Pelleson: X 

1435 William Du伍eld:archbishop's petition 

“at the petition of himself and John， archbp of York" 1435 (VIII-529キ)

o COLCHESTER (London) 

1406 Richard Kingston: king's clerk 1406 (1405-08， 112) 

“at the petition also of king Henry， treasurer of whose household 

[keeper of the wardrobe] he was" 1406 (VI-106キ)

1450/51 Robert Stillington: king's councillor (Cf. TAUNTON) 

“a counsellor of Henry， king of England" 1450/51 (X-10h) 

“Mr R. Stillyngton [sic]， king's clerk" 1461 (1461…67， 17) 

令状受給の時点ですでに king'sclerkではないか。

bp Bath and Wells 1465-91 

o CORNWALL (Exeter) 

1412 Edward Dauntesey: prince's chancellor 

“E. Daunttesey [sic]， archdcn of Cornwall …… ""ho is of ear1's stock， 
and is chancellor of Thomas， son of king H~nry [IV]" 1412 (VI-325) 

1415 John Bremore: pope's secretary 1415 (VI-490*) 

1458/59 John Selott: X 
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イングランドにおける可教補佐の代行者委任(下)

o COVENTRY (Coventry and Lich五eld)

1303 Richard， son of Anibaldus Riccardi 

“of the Anibaldi [Annibaldi] of Rome [de Urbe]…… although he is 
under age and not in orders" 1302 (1-602) 

アンニパJレディ家は，ローマの有力家円である。この家Fうからは枢機卿アンニ

パルド (1272年没)が出ている。

“to Anibaldus [Annibaldo Gaetani]， cardinal [priest] of St Laurence's 

in Lucina， the canonry and prebend of Lincoln void by the death of 

Richard de Anibaldis" 1329 (II-310) 

コヴエントリ司教補佐ワチヤードとリンカン参事会員リチヤードとが同一人か

否か，その点については疑問が残る。しかしアンニパノレディ家のリチヤードの

参事会員聖職禄を枢機卿アンニパルドが継承している。この枢機卿も同一家門

の関係者であろうか。なお司祭級枢機卿アンニパルドはまずノティンガム司教

補佐職を取得し，後に司教級枢機卿に昇格してさらにパキンガム司教補佐職を

も兼任している。

1324 John Gaetani de Urbe: car・dinal

o DERBY (Coventry and Lichfield) x 

o DORSET (Salisbury) 

1347 Bertrand de Deucio: cardinal 

1373 Robert of Geneva: cardinal 

1400 Nicholas Budwith: king's clerk 1399 (1396-99， 517) 

as “clerk of Chancery" 1398 (1396-99， 376) 

as“one of the masters of Chancery" 1400 (1399-1401， 43) 

bp London1406-07， Salisbury 07-24， Bath and Wel1s 07-24 

1413 John Mackworth: king's clerk 1412 (1408-13， 447) Fasti 

1438 John Hody: X 

o DURHAM (Durham) 

1374 James Orsini: cardinal 

1392 Hugh Herle: X 

1413 John Hovyngham: <king's clerk 1414 (1413-16， 185)> 

1418 John Kempe: king's service 1418 (VII-49*) 

[keeper of the privy seal 1418-21] 

bp Rochester 1419-21， Chichester 21-21， London 21-25 

abp York 1425-52， Canterbury 52-54 

1423 Robert Gilbert: dean of king's chapel 

“R. Gilbert， dean of the [king's] chapel" 1421 (1422-29， 406) 

“to Mr R. Gilbert， dean of the king's chapel within his household， of 
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the treasurership of the cathedral church of Y ork" 1425 (1422-29， 292) 

Fasti 

bp London 1436-48 

1440 Robert Rolleston: king's clerk 1436 (1429-36， 511) Fasti 

1452 George Neville: king's kinsman 1452 (X-118*) 

bp Exeter 1456-65， abp York 65-76 

o EAST RIDING (Y ork) 
1309 Bertrand de Fargis: cardinal's brother 

“To B. Fargis・....deanery of Salisbury， void by the death of Raymund 

[de FargisJ， cardinal of New St Mary's whose brother he is" 1346 (III-

218) Fasti 

1343 Aymar Robert: cω-dinal 

1391 Bartholomew Oleari: cardinal 

1399 William Feryby: king's clerk 1397 (1396-99， 62) 

1448/49 Richard Tone: cardinal's chancellor 

“[at the petitionJ of J ohn， cardinal priest of St Balbina's， whose 

chancellor and a continual commensal member of his household he 

is" 1448/49 (X-44キ)

o ELY (Ely) 
1313 William de 1.、esta:cardinal 

1344 Gaillard de la Motte: cardinal (Cf. OXFORD) 

o ESSEX (London) 

1301 Aldebrand Riccardi de Militiis: of the Anibaldi 

“Aldebrandinus， son of the late James Riccardi Petri Anibaldi， of the 

Anibaldi of Rome， in consideration 01 his grandfather， Riccardi， son 

of the late Peter Anibaldi" 1301 (1-596*) 

1307 Hildebrand de Anibaldis: of the Anibaldi 

この2名もアンニパノレディ家の出身者である(ぽ COVENTRY)。

1427 John Shirborne: X 

o EXETER (Exeter) 

1371 Peter Vernhio: cardinal 

1390 Philip d' Alencon: cardinal 

1399 Walter Cook: king's proctor / archbishop's proctor 

“Licence for Mrs H. Bowet， W. Storteford and R. Car1eton， J. Launce， 

H. Rowedeon and W. Cook， the king's proctors for prosecuting certain 

business at the Roman court， to stay there ……" 1391 (1388-92， 466) 

“To the archbp of Y ork…… by the archbp's proctor [at the Roman 
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イングランドにおける司教補佐の代行者委任(下)

courtl W. Cook， canon of Lincoln" 1397 (V-65) Fasti 

前者では国王の代理人として，また後者で、は大司教の代理人として，いずれも

ローマ聖庁に滞在している。そのことからしてまず双方のウォルタの同定が可

能になろう。さらに『聖職者目録』ではリンカン司教座参事会員ウォノレタとエ

クセタ司教補佐ウォ Jレタとが同一人と見なされており，この同定が正しいと

すれば彼は国王・大司教の双方に対して代理人としての勤務歴をもつことに

なる。

1402 Angelo Acciaiuoli: cardinal 

1459/60 Peter Courtenay: <king's proctor / papal notary etc.> 

“who is of noble birth" 1459/60 (XI-382*) 

“P. Courteney， archdcn of Exeter， proctor in the Roman court of 

Edward king of England" 1463 (XI-651) 

“P. Courteney， a戸1j四1notary and proctor in the Roman court of 

Edward king of England" 1463 (XI-654) 

“P. Courteney， archdcn of Exeter …… appointing him (who is proctor-

general of the a妊airsof Edward king of England in the Roman court， 

is of the lineage of the said king …・・・)a r，ψrendary of the pope and 

the apostolic see" 1463 (XI-685)“king's clerk and secretary Mr P. 

Courteney as master of the king's free chapeI of St Anthony， London" 

1470 (1467-77， 228) Cf. DNB， sub nomine. 

令状受給以後に教皇官僚・国王官僚の双方の経験をもっている。

bp Exeter 1478-87， Winchester 87-92 

o GLOUCESTER (Worcester) 

1314 William de Birstone: king's clerk 1313 (1313-17， 45)/<papal chaplain> 

“Mr W. de Birston， papal chaplain" 1317 (II-141) 

令状受給以前に国王官僚の身分が確認され，後には“教皇礼拝所司祭"と記載

されている。

1455 Philip Polton: X 

o HEREFORD (Hereford) 

1447/48 Richard Rudhale: lord's brother / papal sub-collector 

“To R. Rudhale， archdcn of Hereford， doctor of canon law.…… who 

is a brother of W. Rudhale， lord of the place of Gaytonin the said 

diocese， has for a number of years exercised the 0伍ceof subcollector 

in the realm of England" 1448 (X-22) 

これは後日の令状であるが，斜体字の文言からして代行者委任認可の時点にお

ける役職が確認される。

o HUNTINGDON (Lincoln) 
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1308 Arnald de leBreto.: lo.rd's so.n (r;w CANTERBURY Bernard) 

“Arnald so.n o.f Ameneuus de Lebreto." 1308 (1I-47*) 

“Guiccard so.n o.f Ameneuus， lo.rd o.f Lebret…… archdcnry o.f Hun-

tingdon， vo.id by the death o.f his bro.ther Arnald" 1309 (Ibid. 51) 

[1309 Guicard de le Breto.]n) (Cf. supra CANTERBURY) 

n) [ ]はこの一覧表で前出の人物であることを示す。

1399 Eudo. la Zo.uche: king's clerk 1394 (1391-96， 390) (Cf. SUDBURY) 

1430/31 Wil1iam Lassells: X 

1447 Richard Mo.rsby: x 
1463 Richard Hayman: cano.n o.f king's free chapel 

“Grant to. R. Heyman [sic]， cano.n o.f Salisbury Cath巴dralan:d pre-

bendary o.f Aulto.n Pancras [Alto.n Australis] in the saine， o.f a cano.nry 

in the king's free chapel o.f St乱t[aryand St Stephen within his palace 

o.f Westminster" 1461 (1461-67， 19) Fasti 

o LEICESTER (Linco.ln) 

1312 Raymo.nd des Farges: c山-dinal

1371 Philip de Cabaso.lle: cardinal (Cf. YORK) 

1372 James Orsini: cardinal 

1414 Richard Elvet: X 

1425 Jo.hn Legbo.rne: king's clerk? 

“…… Henry IV， in favo.ur o.f J. Legburn [sic]， the king's clerk， receiver 

o.f his chamber" 1423 (1422-29， 88) 

“Presentatio.n o.f J. Legbo.rne， parso.n o.f Seggefeld， in the dio.cese o.f 

Durham， to. the archdcnry o.f Leicester .…・・ in the king's gift" 1424 

(Ibid. 234) 

後者によって国王からの贈与は確認されるが，前者については同定を可能にす

るような媒介項が見当らない。

1430/31 Tho.mas Barnesley: X C~ 

o LEWES (Chichester) 

1402 Jo.hn Bampto.n: X 

o LINCOLN (Linco.ln) 

1311 William d'Estaing: lo.rd's nephew 

“To. W. de Estenaye (Estaing， Aveyro.n， France) …・・・ Dispensatio.n， at 

the request o.f his uncle， Odo.， lo.rd o.f Grandiso.n…… the archdcnry 
o.f Linco.ln" 1308 (1I -45) 

“[No.minatio.n o.f] W. Estanayaco. [as o.ne o.f the twenty clerks who.m， 

by special grace o.f Po.pe Nicho.las IV， the king may no.minate to. 
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receive bene五cesfor ten years， notwithstanding non-residence]" 1290 

(1281-92， 357) 

“Protection with claus巴volumus，for two years， for: W. de Estaneyaco， 

archdcn of Lincoln， going beyond seas" 1293 (1292-1301， 38， 268) 

“W. de Estaniaco， staying beyond the seas" 1323 (1321-24， 272) 

大半の記録は海外滞在を伝えているが，国王・教皇との関係は不明である。

1354 Hugh Aubert: papal notary 1354 (IlI-523*) 

1355 Audoen Aubert: cm-dinal 

1393 Henry Bowet: papal chaplain /くking'sclerk) 

“Mr H. Bowet， archdcn of Lincoln， doctor ...... papal chaplain and 

auditor-general of causes in the court of the apostolic calηera" 1390 

(IV-274) 

“Grant for life to the king's clerk Mr H. Bowet of the manor of 

Thistelworth [Isleworth co. Middlesex]" 1399 (1399-1401， 14， 30， 194， 

195， 199) 

“king's clerk Mr H. Bowet of the prebend …… London" 1400 (1399 
1401， 38， 190， 470) 

令状受給の時点では教皇官僚の身分が確認され，後には国王官僚になってい

る。

bp Bath and Wells 1400-07， abp York 07-23 

官 EXETERWalter Cook 

1402 John de Scarle: king's clerk 1401 (1399-1401， 547) 

1414 Henry Wells : X 

1439(40 Richard Caudray: king's clerk (Cf. NORWICH) 

“Grant…… to R. Caudray， king's clerk， of the prebend of Aylesbury 
. Lincoln" 1431 (1429-36， 123) Fasti 

1464 John Chedworth: bishop's nephew (Cf. NORTHAMPTON) 

“a nephew of John [Chedworth] bishop of Lincoln" 1455 (XI-371ネ)

o LLANDAFF (Llanda妊"Wales) X 

o LONDON (London) X 

o MERIONETH (Bangor，羽Tales)X 

O 乱i[IDDLESEX(London) 

1409 William de Stortford: king's proctor 1391 

l2i7" EXETER Walter Cook 

1427 Simon Northew: bishop's vicar general? 

“Mr S. Northewe [sic]， late vicar general of J. Kempe， then bishop 

of Chichester" 1422 (1422-29， 6) 
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o NORFOLK (Norwich) 
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1391 James Dardani: papal collector 

“J. Dardani， archdcn of Norfolk， collector to the camera in England" 

1391 (IV-391) 

1430 William Sponne:くking'sclerk 1448> 

“king's clerk， W. Sponne， late archdcn of Norfolk" 1448 (1446-52， 204) 

o NORTHAMPTON (Lincoln) 
1310 Thomas de Sutton: bishop's nephew 

“O[liver de Sutton] bishop of Lincoln and Mr Th. de Sutton， his 

nephew" 1294 (1292-1301， 109) 

“O[liver] bishop of Lincoln and Mr Th. de Sutton， archdcn of Nor-

thampton" 1294 (C. C. R.， 1288-96， p. 355) 

1336 John Raymond de Comminges: cardinal 

1401 Thomas Butiller: king's clerk 1386 (1385-89， 124) 

1414 John Stone: king's clerk 

“king's clerk J. Stone of the deanery of the free chapel of St Martin 

le Grand， London" 1414 (1413-16， 175) 

“J. Stone has as dean of the king's free chapel of St Martin le Grand， 

London， archdcn of Northampton" 1415 (1413-16， 332) 

1422 Robert FitzHugh: king's clerk 

“king's clerk Mr R. Fitz Hugh [sic]， master ……。fthe hospital of 
St Leonard， Y ork" 1420 (1416-22， 261) Cf. DNB 

bp London 1431-36 

1431/32 Ardicinus de Porta of Navarre: cardinal 

1448 William Gray: papal notary / king's clerk 

“notaty of apostolic see and papal referendary" 1448 (X-44*) 

“king's clerk W. Grey [sic]， professor in sacred theology， appointing 

him as the king's proctor， with power to sue for the king in the 

Roman courts" 1445 (1441~46， 390) 

“the bishopric of Ely to羽人 [Grey]，late archdcn of Richmund .. 

notary and referendary of Pope Nicholas" 1454 (1452-61， 204) 

bp Ely 1454-78 

[1458 John Chedworth] (Cf. supra LINCOLN) 

1465 William Say: king's clerk? 

“king's clerk， W. Say， of the prebend ...... within the chapel of St 

Stephen， Westminster" 1455 (1452-61， 209) 
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同定のための確証がない。

o NORTHUMBERLAND (Durham) 

1435 Robert Burton: X 

1456/57 Robert Mason: X 

o NORW1CH (Norwich) 

1236 John de Ferentino: papal chamberlain 1236 (1-157*) 

1332 William Bateman or de Norwico: papal chaplain /くking'sclerk> 

“papal chaplain and auditor" 1332 (II-356*) 

“Mr W. de Norwico， king's clerk， dean of the church of St Mary， 

Lincoln" 1343 (1343--45， 29) 

“Mr W. de Norwico， bishop elect of Norwich， dean of the church of 

St Mary， Lincoln" 1344 (1bid. 219) 

まず教皇官僚として，後に国主官僚としての身分が知られる。

1341 Thomas Fastolf: papal chaplain / cardinal's chaplain 

“Mr Th. Fastolf， of Yarmouth， D. C. L. canon of Bangor papal 

chaplain and auditor ..…・ atthe request of Gotius， cardinal of St 

Prisca's， whose chaplain he is， of the archdcnry of Norwich" 1340 

(II-547) 

教皇・枢機卿の双方との関係が開示されている。

1397 John Derlyngton: X 

[1441 Richard Caudray] (Cf. supra LINCOLN) 

o NOTT1NGHAM (York) 
1326 John de Grandisono: papal chaplain 

“papal chaplain" 1326 (II-254*);“papal nuncio" 1326 (II-482) 

“W. archbp of Vienne， and Mr J. de Grandisono， archdcn of Not-

tingham …・・ envoys of the pope" 1326 (1324-27， 340) 

bp Exeter 1327-69 

[1331 Anibaldus Gaetani: cardinal] (Cf. supra BUCKINGHAM) 

o OXFORD (Lincoln) 

[1313 Gaillard de la Motte: cardinal] (Cf. supra ELY) 

1391 Thomas de Southam: papal collector 

“Mr C. Gentilis， papal collector in England， Mr Th. Southam， archdcn 

of Oxford， supplying his place" 1383 (1381-85， 322) 

[1408 John Southam: papal sub町collector](Cf. supra BERKSHIRE) 

“sub-collector in England to the [papal] camem" 1404 (V-615) 

この役職は，彼がパークシャ司教補佐として令状を受給した時点では確認され

なかった。オクスファド司教補佐としては前任者もサウザムである。ジョンは
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トマスの縁者であろうか。またトマスの部下でもあったか。

1458 Fulk Birmingham: king's clerk / king's chaplain 

“of noble birth and a chaplain of Henry king of England" 1458 

(XI-368*) 

“Grant to F. Bermyngeam [sic]， the king's clerk， of the prebend of 

[North] Kelsey…… 1437 (1436-41， 32) Fasti 

o RICHMOND(York) 

1301 Francis Gaetani senior: cardinal 

1329 Robert or Thomas de W odehouse: king's clerk 

“R. de Wodehous [sic]， king's clerk， keeper of the wardrobe" 1328 (1327-

30， 245) 

“king's treasurer [keeper of the wardrobe]…… archdcn of Richmond" 
1328 (II-273) (treasurer of the Exchequer 1329-) 

1400 Thomas de Dalby: x 
1409 Stephen le Scrope: X 

1458 John Arundel: king's clerk / king's chaplain 

“Grant to the king's clerk， Mr J. Arundell [sic]， the king's五rstphy司

sician" 1457 (1452-61， 338) 

“king's chaplain， Mr J. Arundell， recommended by the king to the 

bishopric of Chichester" 1458 (Ibid. 462) Fasti 

bp Chichester 1459-77 

o ROCHESTER (Rochester) 

1321 Peter de Pratis: cardiπal (Cf. Y ork) 

1422 Richard Cordon 01・Brouns:<papal advocate> 

“R. Corden …・・・ who is an advocate of the papal consistory 

archdcn of Rochester" 1423 (VII-286) 

o ST ASAPH (St Asaph) X 

o ST DAVIDS (St Davids， Wales) 

1426 William Pencrych: x 

o SALISBURY (Salisbury) 

[1312 Raymond de Fargis: cardinal] (Cf. supra LEICESTER) 

1441 Adam Moleyns: king's clerk / papal notary 

“king's clerk A. Moleyns accept theo伍ceof prothonotary， conferred 

on him by pope E暗 e凶us"1440 (1436-41， 388) 

“a notary of the pope" 1441 (IX-155*) 

“king's clerk Mr A. Moleyns…… keeper of the privy seal" 1445 
(1441-46， 375) 
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“Adam， bishop of Chichester， keeper of the privy seal" 1446 (1bid. 456) 

bp Chichester 1445-50 

o SHREWSBURY (SALOP) (Coventry and Lichfield) x 

o SHROPSH1RE (Hereford) 

1256 James de Aquablanca: papal subdeacon / king's clerk 

“papal subdeacon" 1256 (1-338*) 

“nephew of the bishop [of Hereford， Peter d'Aigueblanche]， canon of 

Hereford" 1247 (1-232) Cf. Tout， Chaptel可 i，263.

“Mr J， de Aqua Blanca， king's clerk， archdcn of Salop" 1255 (1247-58， 

450) 

1310 John de Rosse: cardinal's clerk 

“at the request of Thomas， cardinal of St Sabina's， whose clerk he 

is" 1310 (II-74*) 

o STAFFORD (Coventry and Lich五eld)

1402 Henry Davyd: x 

o STOW (Lincoln) 
1395 Thomas de Aston: cardinal's chaplain 

“Th. de Aston …… on petition of Simon [Langham， cardinal] bishop 

of Palestrina， whose chaplain and servant (familiari) he is ..・H ・can-

onry and prebend of Oxegate in London" 1395 (IV-194) Fasti 

1402 Hugh Hanworth:くking'sclerk 1404 (1401-05， 402) Fasti> 

1452 Laurence Booth: queen's chancellor / <king's clerk> 

“chancellor of Margaret， queen of England" 1452 (X-120*) 

“the king delivered the temporalities to his clerk， Mr L. Bothe now 

bishop [Durham]" 1458 (1452-61， 416) 

bp Durham 1457-76， abp Y ork 76-80 

o SUDBURY (Norwich) 

1307 Henry de Bradenham: x 

[1407 Eudo de la Zouche] (Cf. supra HUNTINGDON) 

1452 John Wiggenhall:くbishop'svicar general 1453> 

“J. Wygenhale [sic]，then as now the bishop [of Norwich， W. Lyhertl's 

vicar-general in spirituals" 1453 (X-144) 

“Mr J. Wygenhale， 0伍cialof the consistoryア。fThomas Brouns， late 
bishop of Norwich" 1457 (1452-61， 373 f.) 

o SUFFOLK (Norwich) 

1374 Wil1iam Noellet: cardinal 

1407 John Thorpe: king's clerk 
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“king's clerk， J. Thorpe， of the prebend of Coryngham…… Lincoln" 
1389 (1388-92， 35) 

“J. de Thorp [sic]， archdcn of Suffolk， and prebendary of Coryngham" 

1399 (1399-1401， 136) 

1423 John Franks: king's clerk 

“J. Frank [sic]， king's clerk， to be keeper of the ro11s of his Chancery" 

1423 (1422-29， 139) 

“the will of J. Frank， late keeper of the ro11s of Chancery" 1441 

(1436-41， 497) Fasti 

o SURREY (Winchester) 

1412? John Catryk or Ketterich: papal notary / king's clerk 

“papal notary" 1412 (VI-450*) 

“king's clerk J. Catryk of the prebend of Worthe alias Hyworth alias 

Heyworth …・・ Salisbury" 1406 (1405-08， 113) Fasti 

bp St Davids 1414-15， Coventry and Lich五eld15-19， Exeter 19-19 

1429 John Forrest: bishop's vicar general 

“J. Forest [sic]， archdcn of Surrey， vicar-general of Henry [BeaufortJ， 

bishop of Winchester" 1418 (1416-22， 130) 

o TAUNTON (Bath and Wells) 
[1373 William de Aigrefeuille: cardinal] (Cf. supra BERKSHIRE) 

1400 Thomas Polton: papal chaplain /くking'sclerk> 

“Mr Th. Polton， archdcn of Taunton， papal chaplain" 1399 (V-248) 

“Th. Polton， archdcn of Taunton in Wells， papal chaplain …… also 
abbreviator of apostolic letters" 1401 (V-412) 

“archdcn of Taunton …… papal notary" 1414 (V-497) 

“Grant to the king's clerk Mr Th. Polton of the prebend of Swerdys 

. Dublin" 1418 (1416-22， 149) 

“Thomas， bishop of Hereford， late prebendary of Swerdes [sic] in Ire-

land" 1421 (Ibid. 365) 

司教就任以前に国王直属になっている。

bp Hereford 1420-21， Chichester 21-26， Worcester 26-33 

[1451/52 Robert Stillington] (Cf. supra COLCHESTER) 

o TOTNES (Exeter) 
1399 John Lydeford: x 

o WELLS (Bath and羽Te11s) 
1358 William de Court: cω'dinal 

1371 Simon Langham: cardinal (Cf YORK) 
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1398 John 1kelyngton: <king's clerk 7> 

“Grant…… to the king's clerk J. 1kelyngton of th巴 officeof cham-

ber1ain of the Exchequer" 1401 (1399-1401， 501) 

“Grant…… to the king's clerk J. 1kelyngton of the 0伍ceof cham-

ebr1ain of the Exchequer" 1413 (1413-16， 2) 

同定のための確証がない。

o W1LTSHIRE (Salisbury) 

1421 Simon Gaunstede: king's clerk 1417 (1416-22， 125) Fasti 

1452/53 Marinus Ursis: papal referendary 

“archdcnry of Wilts …・・・ to M. de Ursinis， archbp of Taranto [ltaly]， 

papal referendary" 1452 (X-117) 

1458 Vincent Clementis: papal subdeacon 

“a subdeacon of the pope and nuncio of the apostolic see， and col-

lector in England of fruits etc. due to the apostolic camel・'a"1455 

(Xl-192) 

“V. Clementis， a canon of Salisbury， collector of the camera in 

England" 1459 (Xl-389) 

“V. Clement [sic]…… apostolic collector in England， appointing him 

. as the king's proctor in the Roman court" 1454 (1452-61， 195) 

ソーノレズベリ司教座の参事会員とは，この司教座でウィノレトシャ司教補佐職を

占有していることを意味するものであろう。しかし『聖職者目録』には，彼の

参事会員聖職禄に関して言及されていない。

o W1NCHESTER (Winchester) 

1310 James Sinabaldi de Florentia: cardinal's chaplain 

“at the request of Nicholas， [cardianl] bishop of Ostia， whose chaplain 

he is" 1310 (1I -68*) 

1399 Nicholas Daniel: x 

1446 Stephen Wilton: king's clerk 1443 (1441-46， 163) 

1451 J ohn Pakenham: x 

o WORCESTER (Worcester) 

1313 Henricus五lius1mberti Delphini: treasurer of Rouen 

“Henry Dalphini [sic]…… archdcn of羽Torcester， treasurer of Rouen， 

and benefi.ced in Cambrai" 1313 (1l-112) 

1401 William Rocombe: x 

1423 John 1xworth: papal referendary 1423 (VII-254*) 

o YORK (York) 

1304 Aymo of Savoy: son of count of Savoy 1304 (1-614*) 
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[1321 Peter de Pr己s:cardinal] (Cf. supra ROCHESTER) 

[1371 Phi1ip de Cabasolle: cardinal] (Cf. supra LEICESTER) 

1372 Peter Gomez de Albornoz: cardinal 

[1374 Simon Langham: cardinaZ] (Cf. supra WELLS) 

1406 Roger Coryngham: king's clerk and confessor 1405 (1405-08， 45) 

1414 William Pilton: king's clerk 1407 (1405-08， 344) Fasti 

1435 William Felter: <archbishop's service> 

“W. Felter， dean of York .…・・ in the service of John [Kempe]， archbp 

of York" 1437 (VIII-626) Fasti 

〔第 4表〕に記載されているのは，総数のベ 166名である。これから

]内に記載の重複分 13名を除いて，実数 153名について身分上・役

職上の関係に注目し，その関係に関する情報を列挙した。次の〔第5表〕

では，これらの情報を大まかに分類して件数を示した。分類に当って

は，令状受給者がだれを主君とし，あるいはだれのもとに勤務していた

か，いわばその“所属"によって区分した。なお各区分の内訳における

身分・役職の表記は，基本的に史料の記載に準拠した。

〔第5表〕 令状受給者の“所属"による区分

A) Archbishop's or Bishop's ・H ・..…...・H ・..…… 90.)

chaplain 1 / kinsman 3/  0伍cial1 / proctor 1 / 

<service l>b) / vicar-general 2， [vicar-general? l]c)， 

<vicar-general 1> / 

“at archbishop's petition"<l) 1 

B) Cardinal ・H ・.....・H ・H ・H ・..… 29

C) Cardinal's chaplain， kinsman， etc. ・H ・H ・H ・..….....・H ・ 6

D) King's (or Queen's， or Prince's) ・H ・..…...・ H ・....… 39

chancellor 2 / chaplain 2 / clerke) 28， [clerk? 3]， 

<clerk 8>， <clerk? 1> / councillor 1 / kinsman 1 / 

proctor 2， <proctor 1> / secretary 1，くsecretary1> / 

service 1 / 

canon or dean 01 king's chapelf) 2 / 

master of king's chanceryg) 1 

E) Magnate's kinsman 
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F) Pope's (Papal) 23 

くadvocate 1> / chamberlain 1 / chaplain 7， <chaplain 3> / 

collector 2 / kinsman 1 / notaryh)尽くnotary1> / 

nuncio 1 / referendary 2 / secretary 1 / sub-collector 1， 

<sub-collector 1> / subdeacon 2 / 

G) Miscellaneousil 

日)Nothing to be addedj) 

噌

i

n

o
のム

•• •• •• •• •• •• •• •• •• •• •• •. •• •• •• •• •• •• •• •• •• •• •. •• •• .• 
・
・

a) 数字は，大司教4sるいは司教との何らかの関係が判明したものの実数を示す。

b) く 〉は令状受給の時点での身分・役職が判明せず，後日の情報であることを

示す。なおここで司教への“勤務"とは，ほかに身分・役職などの情報がえられ

ず単に“勤務"の事実しか確認されないことを示す。

c) [7]は，同定に当って疑問が残ったものを示す。

d) クリーヴランド司教補佐にその1例があり，請願が大司教との連名になってい

ることが知られるに過ぎない。

e) 次の事例のように主君が向ーのばあいには，前者のみを収録した。

OXFORD Fulk Birmingham: king's clerk / king's chaplain 

f) 王立自由礼拝所の参事会長と参事会員は，国王直属であることが多L、。しかし

その確証がえられないので，確認しえた情報だけを記載した。

g) おそらく“king'sclerk"であろうが，史料の記載に従った。

h) 次の事例のように主君が同一で、ないばあいには，双方に収録した。

NORTHAMPTON William Gray: papal notary / king's clerk 

i) この 1名はウスタ司教補佐で， )レーアン大司教座の財務主管で、あった。

j) 追加情報が発見されなかった。

各項目について，説明を補足しよう。

A) まず“大司教・司教"の項目では，のベ 12名が記載されている。

しかし同定に当って疑問が残ったもの 1名を除外し，また身分・役職

に関して令状受給以後の情報しかえられないもの 2名を除外して 9

名について同定がなされた。要するにこの 9名としづ数字はく〉や

[ ]内の数字を含まない。なお A)のみならずほかの項目にも若干の

“近親者"が含まれている。 これらについては， この情報しかえられ

なかった。

B) C) 枢機卿職は，それ自体が教皇直属である。しかしここでは枢機

卿本人と枢機卿を主君とするものとについて，それぞれ29名・ 6名
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が同定された。なおこの6名には枢機卿の“近親者" 1名が含まれて

いる。

D) 国王あるいは王妃・王太子への直属関係，つまり王室直属の関係が

同定されたものは 39名にのぼり，上記の区分では員数において最大

になる。 しかし枢機卿29名をも教皇直属と見なすならば，教皇直属

が 50名を超えて最大になる。ここでは教皇直属・王室直属が2大勢

力を形成していたことを見届けるに留めたい。

E) 俗界貴族の近親者が9名同定された。逆にいえば彼らには，それ以

外の情報が確認されなかったということで，彼らだけが俗界貴族の近

親者ではない。そのような近親者が仮に王室直属でもあれば D)項に

記載される。

F)枢機卿のほかに 23名が教皇直属として同定された。このうちの若

干名については同時に国王直属の関係も確認され，そのことについて

は本節の末尾であらためて言及される。

G) 1名を“雑"として扱ったのは， A)から F)までには含まれないと

いう意味である。しかしその 1名はルーア γ大司教座の財務主管であ

り，その点では外国の大司教座とはいえ A)と同類であろう。逆に

A)の5名とは，イングランドの大司教・司教直属である。

H)最後の 28名については，司教補佐であることのほかに身分・役職

などについて追加すべき情報がえられなかった。要するに令状受給の

以前.以後のいず

の限界については，すで、に再三にわたつて指摘した。これに『開封勅

許状簿』を併用してもなおこの 28名は素姓不明のままで終わった。

筆者の手もとの史料の限界である。

* * * *
 
*
 

それにしても，調査対象者の実数 153名のうちで A)から G)までの

116名について身分・役職などの同定が可能になった。 この結果に基づ
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いて，以下に当面の所見を要約しよう。

O 第 1点 司教補佐の代行者委任に関して認可の事実が『教皇令状

簿』で確認されるのは，実際の委任の件数のおそらく一部であろう。し

かしそこで確認される限りでは，令状受給者にまず枢機卿が多いことに

注目しておきたい。この事実は，イングランドの司教補佐職が参事会員

聖職禄など他の聖職禄と同様に枢機卿の給養財源として広範に利用され

たことの当然の結果であろう。枢機卿級の聖職者ともなれば，出身国以

外にも多数の聖職禄を占有するのが通例である。従って彼らはそのすべ

てを直接に巡察しえず，補助的な収入源の巡察は代行者に依存せざるを

えなかったということであろう。

O 第2点 司教補佐職は，やはり他の聖職禄と同様に国王官僚の給

養財源として広範に利用された。その結果として彼らにもまた代行者依

存・代行者委任の必要があり，教皇へ請願して認可令状を受給した。教

皇官僚や大司教・司教の官僚にも同様の事情があった。これら聖界・俗

界の官僚機構は，官僚の給養財源として各級聖職禄に依存し，さらに必

要に応じて代行者に依存したといえよう。

× × × × × 

《追記)) [第4表J[第5表〕に関連して 2点を追記しておきたい。

。その 1 @ 

〔第4表〕の次の 13名については，複数の“主君"への所属が確認さ

れた。このような事例については，いずれ別稿で検討したい。

BERKSHIRE 1314 Tydo de Varesio:くking)/ <pope) 

CANTERBURY 1296 Richard de Feringes: archbishop /くpope)

EXETER 1399 Walter Cool王:king / archbishop 

EXETER 1459/60 Peter Court巴nay:くking)/くpope)

GLOUCESTER 1314 WiIliam de Birstone: king /くpope)

LINCOLN 1393 Henry Bowet: pope /くking)

-117ー



北大文学部紀要

NORTHAMPTON 1448 William Gray: pope / king 

NORWICH 1332 WilIiam Bateman or de Norwico: pope /くking)

NORWICH 1341 Thomas Fastolf: pope / cardinal 

SALISBURY 1441 Adam Moleyns: king / pope 

SHROPSHIRE 1256 James de Aquablanca: pope / king 

SURREY 1412? John Catryk or Ketterich: pope / king 

T AUNTON 1400 Thomas Polton: pope /くking)

。その 2 @ 

〔第5表JH)の項目における素姓不明の 28名のうちには，別の文献

から偶然に情報がえられたものもある。たとえば次の文献では，下記の

3名の素姓に言及されている。

R. L. Storey. Diocesan Administration in F約eenth-CenturyEngland， 

(Borthwick Papers No. 16)， University of York， 2nd.， 1972. 

DORSET 1438 John Hody: bishop's vicar-general (p. 12) 

BERKSHIRE 1429 Thomas Brouns: archbishop's chancellor (p. 16) 

ST DA VIDS 1426 Wil1iam Pencrych: canon residentiary (p. 29) 

ジョンはパース=アンド=ウェルズ司教のもとで総代理職にあり， ト

マスはカンタベリ大司教のもとで文書主管職を経験し，最後のウィリア

ムはエクセタ司教座の常勤参事会員であったという。これら 3名は，大

司教・司教の関係者として〔第 5表〕の区分でいえば A)の項目に加え

るべきか。

そもそも『教皇令状簿』では教皇との関係について，また『開封勅許

状簿』では国王との関係について情報が豊富である。双方それぞれの記

録担当者の関心対象が相違しているということか。たとえば上記のグロ

スタ司教補佐ウィリアム=ド=パーストンについて『教皇令状簿』は教

皇との関係のみに言及し，他方の『開封勅許状簿』は国王との関係だけ

を明記している。双方に素姓の記載がないということの一因は，それぞ

れの記録担当者がその素姓を明記する必要性を感じなかったことにあろ
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う。すなわち令状受給者が教皇関係者・国王関係者のいずれで、もないと

すれば，双方において素姓の記載を省略する可能性が高くなろう。

素姓不明者のうちには，上記3名のほかにも大司教・司教の関係者を

含んでいるものと推定される。教皇・国王のいずれからも支援がえられ

ず，しかも現に司教補佐であるということは，大司教・司教のパトロン

権によってその地位を取得した可能性を示唆する。俗界貴族の支援も考

えられるが，その件数は大可教・司教のノξ トロン権の受益者に及ばない

ものとおもわれる。

この 3名に関連して，次の 2名にも注目しておきたい。

GLOUCESTER 1455 Philip Polton: x 

TAUNTON 1400 Thomas Polton (bp Worcester 1426-33) 

フィリプは， 素姓不明の 28名中の 1名である。 グロスタ司教補佐管

区は，ウスタ可教管区に含まれる。フィリプは 1428年にグロスタ司教

補佐職を取得しており，その時点におけるウスタ司教はほかならぬトマ

ス本人であった。司教補佐フィリプは，司教トマスの近親者ではない

か。司教がその近親者に直属の司教補佐職を与えるということは，決し

て異例ではない。しかしこの両名のばあいは筆者の手もとに確証がない

ので，単に推定として述べるに留めざるをえない。

[VIII] 

この節ではまず第 1節から第 7節までの要点を総括し，その上で可教

補佐の代行者委任あるいは代行者依存の実態について当面の所見を集約

する。

<第1節>

本稿の主要な典拠は，次の 2点であった。

Calendar 01 Entries in the Papal Registers， relating to Great 
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Britain and lreland， Papal Letters， 12 vols. 

Calendar 01 Entries in the Papal Registers， relating to Great 

Britain and lreland， Petitions to the Pope， vlo. 1. 

本稿の本文では前者を『教皇令状簿』と呼び，後者については『対教

皇請願簿』とL、う名称で記載した。第 1節では，これらから合計 17件

の記録を引用し，その記載内容を検討しながら『教皇令状簿』・『対教皇

請願簿』の関係にも言及した。令状の大半は，請願に基づいて発給され

る。両者には本来そのような関係がある。しかし問題を司教補佐の代行

者委任に限定すれば『対教皇請願簿』の記録は僅少に過ぎず，そのうち

で『教皇令状簿』の記録と対応するものはわずか 1対でしかなかった。

両者とりわけ『教皇令状簿』は，木稿の課題にとって最良の情報源で

あり，ほぼ3世紀にわたって通時的な展望を可能にする。しかし『教皇

令状簿』にも限界が確認された。それは今しがた述べた通りで，一方の

『対教皇請願簿』から令状発給の事実が確認されながらも， そのすべて

が『教皇令状簿』に記録されていない。本稿の意図はそのような限界の

もとで，可能な限り多様な情報を提示することにあった。

なお代行者委任は司教補佐に限らず，司教・大司教や司教座参事会長

などにも見られ，きわめて広範な慣行であることも確認された。

<第2節>

では代行者委任とはどのようなことか。第2節では合計 18件の特徴

的な記録を引用してその実態を検討した。まず手続きとしては上記の通

り，司教補佐本人あるいは本人とパトロン権者との連名で請願がなさ

れ，教皇がそれを認可すれば令状を発給して告知する。また代行者への

“委任"とは， 一般的にいえば司牧義務の委任である。 しかし司教補佐

に関しては，司教補佐管区内の各種聖堂や修道院など教会施設に関する

定期的巡察義務の委任がそれである。巡察の際には応接費が徴収され

る。代行者委任のぼあいは，代行者がその徴収業務を担当する。

巡察応接費の金額については，第 1節の引用史料にも散見される。こ
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れは上限の規定であり，また 1日当り 1件当りの金額として例外なく

“トヮーノレ銀貨30グロ"であるが，その実際の運用に関しては本文で検

討Ltこ。

さらに代行者委任の理由についても検討され，大半の令状が理由を確

認・推定させるような情報を含まないことを指摘した上で，確認・推定

される限りでの理由を列挙しておいた。

<第 3節>

前節の延長あるいは補足として，この節では巡察権限の乱用に関する

記録に言及した。上記の巡察応接費とは，規定の本来の趣旨からすれば

現物で徴収されるべきものであった。またその上限“トヮール銀貨30

グロ日とは，現金に換算してこの金額を超えないということである。こ

の節ではそのことの確認とともに， 現実の運用にも言及された。 r教皇

令による一連の規制はあくまでも原則を述べたもので，教皇に対して個

別に請願し，認可されたときには緩和されるということである。要する

に規制があるから緩和の詰願があり，緩和の認可は教皇庁に相応の認可

料収入をもたらしたものと推定される。」

以上が本稿(上)で，次の第4節から第6節までが(中)に含まれる。

<第4節>

この節の大半は〔第 1表 代行者委任に関する情報とその分布〕に充

てられた。この一覧表は『教皇令状簿』全12巻から代行者委任に関す

る情報を網羅的に抽出し，司教補佐管区別に配列したものである。イン

グランド・ウェイノレズの司教補佐管区の総数60に対して 49管区にお

いて代行者委任の事実が確認された。『教皇令状簿』の史料としての限

界は，すでに第1節で述べたところである。従ってここで確認されたの

は，代行者委任の“実際の件数"の一部に過ぎない。逆に実数の一部し

か確認しえないので，確認しうる限りの情報の所在を表示した。

<第 7節>

この節は本来ならば第4節の直後に配置されるべきであったが，筆者

自身の作業手順において追加情報の集約・整理が遅れた結果として，不
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本意ながら木稿(下)に収録されることになった。

第7節の大半は〔第4表 令状受給者の身分・役職に関する情報の追

加〕に充てられた。上記の〔第1表〕はとりあえず情報の所在とそれら

の“分布"とを示したものであるが，この〔第4表〕で、はそれに令状受

給者の“身分・役職"などに関する情報を追加した。情報は『教皇令状

簿』のほかに『開封勅許状簿』からもえられた。

この〔第4表〕には〔第5表 令状受給者の“所属"による区分〕が

続く。後者は追加情報を区分し総括したものである。ここで“所属"と

は，令状受給者がだれを主君とし，あるいはだれのもとに勤務していた

か，ということである。その“所属"の区分からすると，代行者委任の

令状受給者としては教皇官僚・国王官僚が比較的多数にのぼり，しかも

教皇官僚には多数の現職枢機卿が含まれていた。ほかに大司教官僚・司

教官僚とでも呼ぶべきものが確認されている。

代行者委任の理由については，第2節でも指摘の通り大半の令状が理

由を確認・推定させるような情報を含まない。理由に関する明示的な情

報が少ないとすれば，受給者の“素姓"からそれを逆推せざるをえな

い。たとえば受給者が現職の枢機卿であれば，枢機卿であるということ

それ自体が代行者委任あるいは代行者依存の理由を推定させるからであ

る。〔第4表〕への追加情報とは，そのような意図のもとに探索された

ものである。

<第5節>

第4節の〔第 1表〕は，代行者委任への直接の言及を含む令状を収録

した。これに対して第5節では，代行者委任を間接に推定させるような

令状を引用した。司教補佐に対して任地での“非居住"を認可する令

状，すなわち任地での常勤免除の令状がそれである。常勤免除は，なる

ほど代行者委任と直結しない。巡察の時期にだけ任地へ出向くという可

能性もあろう。しかし代行者委任と常勤免除とでは，それぞれ令状文面

で確認される理由にかなりの共通性が見られる。常勤免除の大半は，代

行者委任を自明の前提としていたものと推定れさる。
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<第 6節>

では司教補佐の代行者委任は，従来の概説でどのように扱われている

か。概説の代表例としては，下記の著書の記述が選択された。

W. A. Pantin， The English Church in the Fourteenth Century， 

Cambridge University Press， 1955. 

Part One Church and State 

III Patronage and the Use of Benefices 

代行者委任は，この第1部・第3章“パトロン権と聖職禄の利用"の

最後の 12頁で扱われている。複数聖職の兼任に関する叙述がそれであ

る。第 6節では，この該当部分 12頁を抄訳した。筆者の判断によって

段落ごとに以下の小見出しをつけた。

@ 1 聖職禄の収益の“収奪"一一目的外の“流用"

。2 複数聖職兼任者の調査報告書 (1366年)から一一一特異例3名
@ 3 平均的な兼任者像一一概して貧者

@ 4 ダラム可教リチヤードの見解 “収奪"の告発

。5 禁令と特免一一就学助成
。6 ウスタ司教ウオールタの見解 兼任肯定論

。7 国王・パロンの肯定論一一長子相続の不可避的帰結
。8 へレファド司教の側近者ロジャの肯定論。9 教皇側の見解一一容認論
。10 著者の評価一一“収奪"か“流用"か
。11 教皇側・国王側の事情一一行政のための固有財源の欠如
。12 公的機関の優先権一一“収奪"の正当化
。13 現実の“収奪"の規模一一史料の性格への配慮
@ 14 慣行の不条理性 実務担当者・報酬受領者の不一致

。15 教会一一むしろ“収奪"される側
。16 王国と教会一一イソグランド・フランスの状況比較
。17 イングランドの国王官僚一一王国と教会との媒介者
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これらの小見出しから知られるように，著者は複数聖職兼任・代行者

委任の問題に多様な角度から検討を試みている。あるいはわずか 12頁

の紙面にもかかわらず¥指摘が多岐にわたっているというべきか。

著者パンティンは，第 1章の序論において次のように述べている。原

著の「第 1部では，教会の社会的・政治的側面を検討する。具体的な検

討課題としては，まず司教層がどのような類型の人物で構成されている

か，また教会においてパトロン権がどのように行使されているか，すな

わち“王冠"の影響力や教皇の直任権がどのように作用しているかとい

う問題がある。これを一般的にいいかえるならば，教会とその環境すな

わち同時代の社会との関係を説明するということである。」パンティン

の関心は制度の静態的叙述ではなく，制度それ自体と「その環境すなわ

ち同時代の社会との関係」に向けられていた。わずかの紙面にもかかわ

らず，指摘が多岐にわたる理由が理解されよう。

筆者自身の課題もまた制度の静態的叙述ではなく，制度の運用の実態

を検証することであった。しかし筆者の手もとの『教皇令状簿j]Ii対教

皇請願簿』には，第 l節で述べたような限界があって，多様な角度から

の検討に及びえなかった。パンティンと同様に制度と「その環境すなわ

ち同時代の社会との関係」に関心をもちながらも，そこまで視野を拡大

するための条件を欠いていたということである。木稿にあえてパンティ

ン説の要約を追加したのは，代行者委任の時代背景あるいは「同時代の

社会との関係」に言及しておきたかったからにほかならない。

パンティンの指摘のうちで印象に残るところを反復しておこう。

(1) 複数聖職兼任者の実態 rリンカン司教管区でも 1366年に複数聖

職兼任者の調査があり，その報告書によれば兼任者は136名で，その

うち国王官僚37名，教皇官僚2名のほかに司教の下僚が5名となっ

ている。また複数聖職兼任者のうちの 44名については，大学の卒業

者か在籍者かのいずれかの身元が確認される(第2段落)oJ

一一筆者の手もとの史料集では，あれこれの司教管区から記録断片の

抽出が可能でも，特定の可教管区に関するこのような検証が不可能で
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あり，この指摘はその点においてまことに貴重な情報であった。

(2) 平均的兼任者像 11名平均の兼任件数は2件あるいは3件で，ま

たこれらの聖職禄からの年収総額は 1名当りの平均でソールズベリ

の26ポンドからノリヂの 30ポンドまでの幅があった(第 3段落)oJ

一一これも同年の調査報告書からの試算であれ断片的な情報ながら

きわめて貴重で、あった。著者はまた年収が合計10ポンド未満の零細

な兼任者の存在にも言及している。司教補佐級の兼任者とは，概して

富裕な聖職者であることを再確認しておきたい。

(3) 兼任の不可避性 (1): 1上記の“収奪"の慣行は，学問の助成とい

うもっとも崇高な動機をも基盤としていた(第5段落)oJ

一一代行者委任が許容されなくては就学が不可能になり，また兼任禁

止が厳格に適用されるようでは資金の面で就学が困難になるような状

況が現実に存在したということである。このことは， (1)の大学卒業

者・在籍者が比較的高率であることと合わせて念頭に留めるべきであ

ろう。

(の兼任の不可避性 (2): 1中世人は課税を嫌悪し，教会にせよ国家に

せよ中央統治機構を維持することの必要性を認めようとしない。国王

は自己資産で生計を維持すべきであり，教皇も同様であると考えられ

た。従って国王・教皇は，それぞれの統治機構を維持するために“収

奪"すなわち教会資産の間接的利用を余儀なくされた(第 11段落)oJ

一一教皇・国王がそれぞれの家政機関とは別に教会・国家の中央統治

機構の必要性を認識しても，そのための課税が不可能であったとい

う。そのような状況のもとでは，聖職禄からの“収奪"がたとえ“不

正直"な目的外使用であろうとも，必要・不可欠な便法とされたとい

う。まさにこのような認識の延長線上で「教会は“収奪"の客体であ

り，その主体で、はなかった」という指摘がなされる。しかも「この点

はおそらく当時の批判者も後代の批判者も大半が看過している」とこ

ろであった。(第 15段落)。教会は，もとより教会領従属民との関係に

おいて“収奪"の主体であった。原著にはその点の言及がない。それ
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はその事実を無視したからではなくて，あえて言及するまでもなく自

明であるとの判断によるものであろう。教会が“収奪"される側であ

るというのは，従属民から。収奪"する一方で国王官僚・教皇官僚な

どから中央統治機構の維持費相当の費用を“J[又奪"されていたという

ことであろう。

(5) 兼任の積極面 rイングランドの国王官僚は，王国と教会との“中

ljIill"としての立場を強く自覚し，それを誇りとするのみならず¥良き

につけ悪しきにつけて実力を承知していた(第17段落)oJ

一一この指摘は，直前の段落におけるイングランド・フランスの状況

比較に基づいている。イングランドでは兼任に寛大であったことから

して，国王官僚と教会との亀裂や敵対関係が回避されたという。これ

もまた興味深い指摘であるが，当面は賛否を保留しておきたい。理由

は単純で，フランス側に関して筆者に発言の用意がないからである。

パンティンはほかに，幾つかの段落において複数聖職兼任に対する同

時代人の評価に言及している。第4・第6・第 7・第8ならびに第 9の

段落がそれである。このうちではダラム司教リチヤード=ド=ベリの

“告発"を除いて， すべて肯定論あるいは容認論と見なしうる。原著で

は全般にわたって概して肯定的な評価が強調される。それは著者の意図

が後代の価値基準からではなく，同時代の状況の中でこの制度の必然性

を確認することにあったからではないか。

最終の総括に先だって，パンティンと筆者との関心の相違点・共通点

を再確認しておきたい。パンティンの関心は複数聖職兼任の全般に向け

られており，対象は司教補佐だけに限定されていない。それに対して筆

者の課題は，表題から明らかなように司教補佐の代行者委任の実態検証

であった。主要な相違点とは，検討の対象を司教補佐に限定するか否か

にあった。複数聖職兼任の全般に注目すれば，上記の通り零細な兼任者

も見えてくる。しかし司教補佐級の兼任者とは，概して富裕な聖職者で
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あった。

複数聖職兼任は，なるほど代行者委任の唯一の理由ではない。第 2節

で述べたように，国王官僚・教皇官僚としての勤務や大学での学業もそ

の理由たりえた。しかし複数聖職の兼任者は，そのすべての聖職につい

て司牧義務を遂行しえないので，義務の一部を代行者に委任せざるをえ

ない。複数聖職兼任と代行者委任とはその点において相互に関連し，表

裏一体をなすばあいがありうる。関心の共通点といえばまさにその事実

にあった。

* * * * *
 

筆者の当面の所見は，次の諸点に要約しうる。各節での具体的な検討

事項についてはすでに本節前半で要約しているので，ここでは司教補佐

の代行者委任に関する基本事項の総括だけに留めよう。

O 第1点 司教補佐の代行者委任とは，どのようなことか。それは

端的にいえば，司教補佐がその役職に固有の義務を代行者に委任するこ

とであった。固有の義務とは，司教補佐管区内の各種聖堂や修道院など

教会施設に関する定期的巡察の義務がそれである。巡察の際には応接費

が徴収される。代行者委任のぼあいは，代行者がそれを徴収する。

このことは，本稿の第 1節において指摘の通りである。しかし筆者の

手もとの史料では，委任を受ける側がどのような地位の聖職者である

か， その点の解明にまでは及びえなかった。『教皇令状簿』の令状は委

任すること自体を認可するだけで，代行者の人選については令状受給者

の裁量に委ねているからである。また『教皇令状簿』は巡察応接費の金

額上限や徴収方法に言及しているが，巡察そのものの内容には触れてい

ない。一般的にいえば司教補佐管区において司教の裁判管轄権を代行す

るということであろうが，詳細の検討は今後の課題として残った。

O 第2点 代行者委任は，どのような理由でなされるか。その理由

に関しては第2節の末尾で総括したが，ここであらためて要点を反復し

ておこれまず史料の記載状況としては，すべての請願や令状の記録に
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委任の理由が明記されているとは限らず，またすべての記録について理

由の推定が可能であるとは限らなかった。しかし理由が明記されあるい

は推定されるものでは，聖界で教皇・枢機卿・大司教・司教への勤務の

ほかに司教補佐職を超える高位聖職の兼任があり，俗界では主として国

王への勤務がそれで、ある。さらに委任理由として大学在学や高齢・病弱

も確認された。

第5節では司教補佐に対する任地“非居住"の認可つまり“常勤免

除"の令状を検討した。常勤免除の大半は代行者委任を自明の前提とし

ていたものと推定され，また代行者委任と常勤免除とでは，それぞれ令

状文面で確認される理由にかなりの共通性が見られた。

さらに第7節では，代行者委任の理由を逆推するために令状受給者の

身分・役職などに関する追加情報を探索し，結果として第 2節の末尾の

総括が再確認された。

O 第 3点 代行者委任の受益者はだれか。直接的には令状の受給者

木人がその受益者であろう。しかし受益者はそれだけに留まらない。代

行者委任に当っては 1件ごとに請願が義務づけられ，請願に基づいて認

可の令状が発給された。教会当局がこれを請願事項・認可事項として規

定したのは，代行者への安易な依存の蔓延を抑制すること，あるいは司

牧水準の低下を回避することにあった。いし、かえると教会秩序の荒廃を

防止したいという意図がその規定の根底にあった，といえよう。しかし

現実には枢機卿からの請願があり，教皇官僚もまたその受益者になって

いる。代行者委任に関しては，ほかならぬ教皇自身にもこれを容認すべ

き理由があった。

あるいはこの慣行の最大の受益者は，まさに教皇自身であったという

べきか。国王や大司教・司教もそれぞれの官僚機構を維持すベく，司教

補佐職を官僚の給養財源として利用した。司教補佐が同時に常勤官僚で

もあるためには，補佐職を代行者に委任せざるをえなかった。国王や大

司教・司教もまたその受益者にほかならない。
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《おわりに》

蛇足ながら本稿執筆の意図について， 若干の釈明を追記したい。『史

学雑誌』恒例の「回顧と展望 (1990年): ヨーロッパ(中世一一イギリ

ス)Jにおいて，大阪学院大学の中野忠氏は拙稿「イングランドの“司

教補佐"一-1300年から 1541年までJ(上)・(中)(Ii'北海道大学文学部紀

要dl38/3; 39/1)に言及された。同氏によれば拙稿は「研究の乏しいこ

の分野にあって貴重な知識を提供」したもので，筆者としてはまずこの

過分の評価に対して謝意を表したい。

これに続けて「問題があまり多岐にわたっており，いま少し論旨を整

理していただくほうが読者に理解しやすいだろう」という感想が付記さ

れている。拙稿の執筆の意図は《はじめに》の冒頭に明記の通り，司教

補佐なるものの「実態について，可能な限り広角的に検証し素描」する

ことにあった。従って司教補佐の“多様な側面"を素描したのは事実で

あるが，筆者としては何らかの“問題"について“議論"を展開する意

図が当初からなかった。

いいかえると拙稿は，理論の提示や仮説の論証を意図したものではな

かった。従って拙稿には，そもそも“整理"すべき“論旨"が存在しな

い。史料情報の紹介の手法が拙劣であるとか，文章表現に混乱があると

いう批判で、あれば謙虚に反省したい。しかし批判の趣旨が「読者の理解

を容易にすべく，実態を“狭角的"に観察し単純化して描写せよ」とL、

うことであれば，それは拙稿執筆の意図と根底から相違する。

筆者の認識によれば，日本における研究の現状は理論や仮説を語る段

階に到達していない。何故か。理由は単純であっで，やはり《はじめに》

で述べたように，これまで「わが国の研究者の聞では司教補佐の実態に

関して十分な情報が共有されていなし、からである。」実態の情報が質と

量との双方において貧困である限り，理論や仮説を語りえない。筆者の

積年の課題は，国家・教会の相互補完的な関係の検証である。その“関
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係"の追求に当って，司教補佐の実態検証が不可避の課題になった。す

なわち概説書水準の司教補佐理解だけでは，この“関係"について仮説

の提示すら不可能であったということである。

“広角的"とは“多様な側面"を素描するということで，司教補佐管

区の構成，補佐職の年収額，補佐の品数などがそれぞれ一つの“側面"

であった。それらの“倶1面"について順次に検証を進めた結果，実態は

いずれの側面においてもやはり多様であることが判明した。要するに実

態において多様なものについては，多様なものとして素描せざるをえな

い。拙稿の性格を要約すれば，そのようにいえよう。

以上が前回の拙稿に関する釈明で，今回の拙稿についても執筆の意図

は基本的に同様である。国家・教会の相互補完的な関係の検証を進める

には，司教補佐それ自体の実態検証だけでは不十分であった。とりあえ

ず司教補佐の職階に限定した上で，代行者依存・代行者委任の実態を検

証する必要があった。

本稿(中)の第6節では W.A.パンティシの概説書の一部を紹介し

た。今回の拙稿全体の結論を要約すれば，この概説書の記述と基本的に

大差がない。では本稿はパンティン説の再確認に終わったというべき

か。そのような評価があるとすれば，謙虚にそれを甘受したい。しかし

筆者にとっては，上記の“関係"~.こついて何らかの仮説を提示するに先

立って，概説書の記述を史料の次元から検証する必要があった。

史料とはいっても， 主要な典拠は『教皇令状簿』全12巻である。全

12巻とは，復刻版で入手可能なものの全巻である。当面はそれに依存

せざるをえなかった。『教皇令状簿』の刊行は 1893年から始まり，第

12巻は 1933年に公刊されている。 当然のことながらパンティンの著書

にも引用されているが，引用の頻度は全章262頁を通じて 18回に過ぎ

ない。要するに多種多様な情報源のうちの 1点として，必要に応じて断

片的な情報がまさに断片として抽出されている。このような利用法はパ

ンティンだけに限らず，むしろ大半の研究者の通例といってよい。本稿

の第7節では『開封勅許状簿』を利用した。この史料集についてもまた
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『教皇令状簿』と同様に， いわぽ“断片抽出的利用法"が諸家の通例で

ある。

しかし筆者はかねてからこれら史料集の別な価値に注目し，あえてい

えば“体系的利用法"の試行を続けてきた。今回の拙稿の例でいえぽ

『教皇令状簿』の全12巻の通算8，268頁から司教補佐の代行者委任に関

する情報を網羅的に抽出し，令状受給者全員について『開封勅許状簿』

と照合した。第7節の〔第4表〕がそれである。しかし同じ第7節の

〔第5表〕で総括の通り， 相当数の素姓不明者が残った。結果としては

これらの史料集の限界を確認したことになるが，逆にいえばその限界の

なかで最大限の素描を試みた。

次の予定としては“教皇礼拝所司祭"という称号の意味，あるいはそ

の称号を与えられた聖職者を通時的に検証する。この称号は〔第4表〕

〔第5表〕でも言及されている。次回の作業もまた『教皇令状簿』の“体

系的利用法"の試行になろう。

〔完〕
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